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コロイ ドヨー ド製剤臨床試験症例

※コロイ ドヨー ドを内服または注射 。点滴された患者さんの、病状回復、治癒等の症夕1

を抜粋して掲載いたしました。



1。 開発の経緯

ヨウ素剤の医学的利用は臨床の場では主に甲状腺疾患、そして東

日本震災での原発事故の際にヨウ化カリウムとして注目されてい

たに過ぎなかったが、古くから甲状腺疾患はもとより眼科領域で

も炎症性眼科疾患、網膜疾患に用いられ、また喘息などの呼吸器

系疾患さらに神経系疾患、動脈硬化性疾患に用いられその有用性

を認められていた。

今回、このヨウ素をコロイ ドヨー ドとして製斉J化 し、その優れた

薬理効果をがん、難病などの治療薬 として臨床の場で安全に使用

することができるようにしたものである。コロイ ド化 したことに

より使用法は多岐にわたり、また組織吸収率を高め、その効果も

計 り知れない。今世紀 日本で開発された薬剤の中でも画期的なも

のであると言える。



2.製 品の特徴及び有用性、類似薬 との比較

コロイ ドヨー ドは、内服後吸収され血中ではヨウ素イオンとなり

甲状腺に取 り込まれ、甲状腺ホルモンとなる。その後、ヨウ素は

タンパク結合甲状腺ホルモンとして放出され全身に供給される。

コロイ ド化によリヨウ素の吸収率は飛躍的な高値 となっている。

ホルモン合成に関与しない過剰のヨウ素はヨウ素イオンとして速

やかに排出される。

効能・効果)ヨ ー ド不足による甲状腺腫、甲状腺機能低下症、加

齢黄斑変性、中心性網膜炎、網膜出血、硝子体出血・混濁、網膜

中心静脈閉塞症、小児気管支喘息、喘′自、様気管支炎

今回特に注目すべきは、コロイ ド化 していない類似薬と比較して、

がん、難病、ウイルス性疾患に効果が認められたことである。

しかも胃腸障害、アレルギーなどの副作用はほとんど認められな

い 。



3.コ ロイ ドヨー ド液の薬理作用について (1)

作用部位)甲状腺及びその他の全身各臓器

作用機序)消化管よリヨウ素イオンとして血液中に吸収され、こ

のタンパク質結合甲状腺ホルモンに含有されるヨウ素が作用の本

体である。ヨウ素は、末梢血リンパ球に直接作用し、T細胞の増

殖分化制御、サイ トカイン産生制御、IgE産生制御、線維芽細胞

に作用して IL4、 TNF αの活性化を抑制し組織損傷から臓器を保護

する。また、ヨウ素のハロゲン作用により細菌、ウイルスに対す

る殺菌効果があり、炎症を抑制し、がんの微小環境を改善する。

ミトコンドリア機能回復による組織代謝改善作用により、糖代謝

改善、抗炎症、抗アレルギーを通じて抗がん効果を認める。
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